
i はじめに

は
じ
め
に

―
地
方
私
立
大
学
お
こ
し
の
歩
み

　
私
は
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
、
一
世
紀
の
四
分
の
三
に
当
た
る
長

き
歳
月
を
生
き
て
き
た
の
を
一
区
切
り
と
思
い
、
わ
が
歩
み
来
し
道
を
振
り
返
っ
て
、『
岐
点
の
軌
跡
』
と
題
す

る
拙
著
を
勉
誠
出
版
か
ら
刊
行
し
た
。
そ
の
書
の
終
わ
り
の
方
、
第
十
五
章
「
公
職
退
任
後
の
時
代
」
の
9
「
主

要
業
績
の
ま
と
め
」（
四
六
五
ペ
ー
ジ
以
下
）
に
は
、

　
昨
年
、
つ
ま
り
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
夏
こ
ろ
か
ら
、
来
年
は
七
十
五
歳
に
な
る
、
生
き
て
き

た
人
生
を
一
度
ま
と
め
て
み
よ
う
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ
、
仕
事
を
完
全
に
リ
タ
イ
ヤ
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
毎
日
出
勤
す
る
義
務
の
あ
る
仕
事
は
退
い
た
が
、
ま
だ
次
の
よ
う
な
委
員
や
役
職
を
続
け
て

い
る
し
、
著
作
予
定
も
詰
ま
っ
て
い
る
。

と
述
べ
、
十
二
の
委
員
や
役
職
を
上
げ
、
以
下
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
主
要
業
績
の
概
要
を
載
せ
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
十
二
の
役
職
や
委
員
の
中
に
は
、
現
在
も
ま
だ
継
続
し
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
と
も
か
く
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ii続　岐点の軌跡

後
期
高
齢
者
に
仲
間
入
り
し
た
こ
と
で
も
あ
る
し
、
も
う
大
き
な
岐
点
に
立
つ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
、
大
き
な
岐
点
は
い
く
つ
も
現
わ
れ
た
。
そ
の
時
々
に
は
、
自
分
な
り
に
慎
重
に
考
え
、

懸
命
に
選
択
す
る
こ
と
に
精
一
杯
で
、
そ
の
「
軌
跡
」
を
辿
っ
て
み
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
考
え
て

い
な
か
っ
た
が
、
新
潟
産
業
大
学
の
学
長
を
退
任
し
、
新
潟
県
柏
崎
市
と
茨
城
県
取
手
市
と
の
二
重
生
活
か
ら
解

放
さ
れ
、
時
間
的
に
若
干
の
余
裕
が
増
え
、
過
去
を
客
観
的
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、『
岐

点
の
軌
跡
』
の
続
篇
を
綴
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
元
気
が
出
て
き
た
。

　
と
い
う
よ
り
も
、
新
潟
産
業
大
学
学
長
在
任
中
の
五
年
間
は
、
わ
が
人
生
に
お
い
て
、
最
も
重
い
時
期
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
新
潟
産
業
大
学
の
学
長
就
任
を
決
断
し
た
時
が
、
わ
が
人
生
最
大
の
分
岐
点
と
も
言
う
こ
と
が
で

き
る
時
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
公
立
大
学
法
人
化
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
私
の
考
え
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
全
く
後
悔
は
し
て
い
な
い
。
新
潟
産
業
大
学
は
公
立
大
学
法
人
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
財

政
情
況
だ
け
を
見
て
い
て
は
だ
め
だ
。
も
っ
と
高
い
視
点
に
立
っ
て
、
も
っ
と
広
い
視
野
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
く
さ
ん
の
有
識
者
、
有
力
者
、
一
般
市
民
の
方
々
が
賛
同
し
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
い
つ
か
公
立

大
学
法
人
化
す
る
日
が
必
ず
来
る
だ
ろ
う
。
公
立
大
学
法
人
化
し
な
け
れ
ば
、
大
学
に
も
市
に
も
将
来
が
な
い
。

　
柏
崎
市
は
、
私
を
高
校
卒
業
ま
で
育
て
て
く
れ
た
大
切
な
ふ
る
さ
と
だ
。
私
は
、
い
つ
も
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を

想
い
、
ふ
る
さ
と
を
誰
よ
り
も
愛
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
ふ
る
さ
と
が
、
少
子
化
と
若
者
の
大
都
市
流

出
に
よ
っ
て
人
口
減
少
を
起
こ
し
、
や
が
て
衰
退
あ
る
い
は
消
滅
し
て
し
ま
う
危
機
に
あ
る
と
い
う
。
そ
う
い
う

こ
と
を
知
り
、
学
生
数
の
減
少
し
て
い
る
新
潟
産
業
大
学
を
再
興
し
て
、
ふ
る
さ
と
柏
崎
に
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
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iii はじめに

取
り
戻
し
た
い
と
考
え
、
老
骨
に
鞭
打
っ
て
、
ふ
る
さ
と
に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
だ
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
に
お
け
る
努
力
の
こ
と
、
新
潟
産
業
大
学
に
お
け
る
模
索
の
経
緯
は
、
や
は
り
、
記
録
に
残
し
て
お

き
た
い
。
そ
う
考
え
て
執
筆
を
始
め
た
の
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
八
月
十
五
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
平
成
三
十
年
八
月
十
五
日

 

北 

原 

保 

雄
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iv続　岐点の軌跡

1
│
『
岐
点
の
軌
跡
』
正
篇
刊
行
時
の
い
き
さ
つ　
001

2
│
勤
務
の
状
況　
002

3
│
公
益
財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
顧
問
に
就
任　
003

目
 
次

は
じ
め
に
│
│
地
方
私
立
大
学
お
こ
し
の
歩
み　

i

序
　
章
　
　
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

4
│
社
団
法
人
日
本
教
育
会
の
公
益
社
団
法
人
化　
004

5
│
税
務
署
か
ら
の
呼
び
出
し　
005

6
│
長
男
博
雄
の
入
院　
006

第
一
章
　
　
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

1
│
馬
淵
和
夫
先
生
を
偲
ぶ
会　
008

2
│
兄
信
範
の
米
寿
の
祝
い　
011

3
│
結
婚
五
十
周
年
金
婚　
016

4
│
健
康
の
た
め
に
散
歩
を
励
行　
018

5
│
『
明
鏡
国
語
辞
典
』
中
国
語
版
の
刊
行　
019

6
│
叙
勲
の
申
請　
024

7
│
平
成
二
十
四
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
重
光
章
を
受
章　
030

8
│
瑞
宝
重
光
章
受
章
の
祝
賀
会　
033

9
│
北
原
保
雄
先
生
の
受
章
を
お
祝
い
す
る
会　
037

10
│
大
修
館
書
店
編
集
部
長
岡
田
耕
二
氏
逝
く　
038

11
│
愛
犬
リ
ス
タ
ー
の
永
眠　
039

12
│
鎮
守
金
刀
比
羅
神
社
の
鳥
居
再
建
に
寄
付　
044

13
│
岩
崎
庸
男
氏
逝
去　
045

14
│
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
旅
行　
046

15
│
新
潟
産
業
大
学
学
長
候
補
承
諾
ま
で　
048

16
│
新
潟
産
業
大
学
学
長
に
選
出
さ
れ
る　
050
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v 目　次

19
│
新
聞
各
紙
の
報
道　
066

20
│
柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ
開
館
記
念
で
講
演　
067

17
│
理
事
会
に
お
け
る
挨
拶　
057

18
│
学
長
就
任
予
定
の
記
者
会
見　
060

第
二
章
　
　
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

16
│
各
種
講
演
会
で
多
忙　
101

17
│
第
三
十
六
回
全
国
良
寛
会
柏
崎
大
会
で
講
演　
103

18
│
久
し
ぶ
り
の
閻
魔
市　
106

19
│
新
潟
日
報
に
コ
ラ
ム
連
載　
107

20
│
北
原
学
長
を
囲
む
会　
108

21
│
柏
崎
日
報
「
柏
崎
抄
」
の
記
事　
116

22
│
海
の
大
花
火
大
会
と
田
尻
中
学
校
第
五
期
同
期
会　
118

23
│
貞
子
姉
大
怪
我
を
し
て
入
院
す
る　
120

24
│ 

田
尻
中
学
校
第
四
期
生
同
期
会
に
出
席
 
恩
師
山
田
仁
先
生

の
こ
と　
122

25
│
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
柏
崎
開
館
の
前
後　
124

26
│
地
元
で
柏
崎
談
笑
会
を
開
催　
130

27
│
広
報
か
し
わ
ざ
き
掲
載
の
「
新
春
対
談
」
の
た
め
の
対
談　
132

28
│
常
盤
高
校
創
立
一
一
〇
年
記
念
で
講
演
す
る　
136

29
│
新
潟
産
業
大
学
の
忘
年
会
と
附
属
高
校
の
忘
年
会　
137

1
│
取
手
市
の
叙
勲
受
章
者
祝
賀
会　
069

2
│
柏
崎
市
の
宿
舎
決
定　
070

3
│
日
本
テ
レ
ビ
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
の
収
録
と
放
映　
071

4
│
日
本
学
生
支
援
機
構
Ｏ
Ｂ
会
の
会
長
に
な
る　
072

5
│
新
住
居
に
初
宿
泊
と
記
者
会
見　
074

6
│
新
潟
産
業
大
学
学
長
に
就
任　
075

7
│
新
潟
産
業
大
学
入
学
式　
077

8
│
「
柏
崎
市
勢
要
覧
二
〇
一
三
」
に
載
る　
083

9
│
新
潟
日
報
に
記
事
連
続
掲
載　
087

10
│
ギ
ャ
ラ
リ
ー
三
余
堂
の
開
館　
088

11
│
柏
崎
リ
ー
ダ
ー
塾
運
営
協
議
会
設
立　
091

12
│
県
下
の
高
等
学
校
を
訪
問　
095

13
│
台
湾
の
明
道
大
学
と
の
大
学
間
交
流
協
定
締
結　
096

14
│
「
か
し
わ
ざ
き
大
使
」
に
委
嘱
さ
れ
る　
097

15
│
地
元
在
住
の
甥
姪
に
よ
る
歓
迎
祝
賀
会　
100
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vi続　岐点の軌跡

第
三
章
　
　
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

14
│
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
綾
子
舞
」
の
現
地
公
開
を
観
る　
163

15
│
狐
の
夜
祭
り
を
観
る　
165

16
│
筑
波
大
学
第
一
期
生
全
学
同
窓
の
集
い
に
招
待
さ
れ
る　
167

17
│
柏
崎
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
の
卒
団
式
に
出
席
す
る　
168

18
│
従
来
の
法
人
理
事
会
の
慣
行　
171

19
│
大
学
改
革
に
着
手　
172

20
│
産
大
の
将
来
構
想
に
つ
い
て　
173

21
│
市
立
化
の
交
渉
を
始
め
る　
178

22
│
公
立
大
学
法
人
化
に
向
か
っ
て　
179

23
│
公
立
大
学
法
人
化
の
要
望
書
提
出
ま
で　
181

24
│
要
望
書
を
柏
崎
市
長
に
提
出　
183

25
│
記
者
発
表
と
マ
ス
コ
ミ
の
反
響　
186

26
│
年
末
最
後
の
教
授
会
に
お
け
る
挨
拶　
192

27
│
「
柏
新
時
報
」
紙
に
よ
る
一
年
の
総
括　
194

28
│
年
末
最
後
の
学
副
等
会
議
に
お
い
て
大
学
改
革
に
つ
い
て

 

訴
え
る　
195

1
│
平
成
二
十
六
年
仕
事
始
め　
139

2
│
母
校
柏
崎
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
で
講
演
と
対
談　
140

3
│
平
成
二
十
六
年
に
お
け
る
講
演　
143

4
│
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
歴
代
理
事
長
の
座
談
会　
144

5
│
『
日
本
語
の
助
動
詞
│
二
つ
の
「
な
り
」
の
物
語
│
』
の

 

刊
行　
145

6
│
平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
教
授
会
で
の
挨
拶　
147

7
│
副
学
長
、
学
長
補
佐
を
任
命
し
、
学
長
副
学
長
等
会
議
を

 

設
置
す
る　
149

8
│
Ｆ
Ｍ
ピ
ッ
カ
ラ
で
、
毎
週
一
回
「
北
原
保
雄
の
よ
も
や
ま 

 

話
」
の
放
送
を
始
め
る　
152

9
│
モ
ン
ゴ
ル
文
化
教
育
大
学
と
交
流
基
本
協
定
を
締
結　
154

10
│
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
を
訪
問　
155

11
│
東
電
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
遊
ぶ　
159

12
│
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
、
た
る
仁
和
賀
に
参
加
、
海
の
大
花
火

 

大
会
を
観
覧
す
る　
160

13
│
学
副
等
会
議
の
合
宿　
161

SA
M
PL
E



vii 目　次

1
│
平
成
二
十
七
年
の
仕
事
始
め
 
忘
れ
ら
れ
な
い
新
年
宴
会　
197

2
│
脳
梗
塞
で
緊
急
入
院　
200

3
│
病
院
生
活
を
送
る　
202

4
│
全
て
の
予
定
を
キ
ャ
ン
セ
ル　
206

5
│
「
今
、
な
ぜ
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
か
」　
210

6
│
卒
業
式
に
学
長
式
辞
を
代
読
し
て
も
ら
う　
215

7
│
久
し
ぶ
り
産
大
に
出
勤
 
入
学
式
と
新
年
度
初
教
授
会　
219

8
│
大
学
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
学
副
等
会
議
で
審
議　
224

9
│
公
立
化
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
受
け
て
市
長
と
懇
談　
228

10
│
「
大
学
の
改
革
に
つ
い
て
」
を
市
長
に
提
出　
232

11
│
「
大
学
の
改
革
に
つ
い
て
」
全
教
職
員
集
会
を
開
催　
235

12
│
市
議
会
で
の
報
告
前
に
市
長
と
会
談　
239

13
│
学
長
の
新
辞
令
受
理　
244

第
四
章
　
　
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

14
│
平
成
二
十
七
年
新
潟
県
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催　
244

15
│
筑
波
大
学
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
事
業
の
た
め
の
録
音　
248

16
│
柏
崎
市
長
へ
の
懇
願
の
書
簡　
250

17
│
市
の
補
助
事
業
に
対
す
る
私
案　
260

18
│
公
立
大
学
法
人
化
実
現
の
た
め
に
地
方
紙
に
緊
急
寄
稿　
264

19
│
法
人
理
事
会
改
革
へ
の
提
案　
265

20
│
広
川
俊
男
副
学
長
の
入
院　
268

21
│
新
潟
産
業
大
学
基
金
の
創
設　
270

22
│
全
国
教
育
大
会
で
佐
賀
市
、
長
崎
市
へ　
274

23
│
柏
崎
市
に
朔
太
郎
の
記
念
碑
を
建
立　
275

24
│
中
央
教
育
審
議
会
専
門
委
員
に
任
命
さ
れ
、
新
学
習
指
導

 

の
在
り
方
の
審
議
を
す
る　
276

25
│
平
成
二
十
七
年
の
終
わ
り
に　
277

第
五
章
　
　
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

1
│
家
族
で
新
年
の
食
事
会　
279

2
│
高
額
の
産
大
基
金
を
調
達　
280

3
│
経
済
学
部
長
を
選
考　
281

4
│
四
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
283

5
│
五
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
285

6
│
五
月
二
回
目
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
288

7
│
平
成
三
十
二
年
度
版
「
小
学
校
国
語
教
科
書
」
編
集
発
足
の

 

会　
292
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viii続　岐点の軌跡

16
│
義
姉
井
上
和
子
氏
の
逝
去　
313

17
│
平
成
二
十
九
年
度
以
降
に
つ
い
て　
314

18
│
地
元
の
有
力
者
や
地
元
に
住
む
産
大
同
窓
生
に
残
暑
見
舞
い 

 

を
郵
送　
317

19
│
台
湾
の
唯
心
聖
教
学
院
の
学
長
、
副
学
長
が
取
手
に
来
訪　
319

20
│
第
四
十
一
回
全
国
教
育
大
会
が
新
潟
市
で
開
催　
319

21
│
広
川
俊
男
氏
が
副
学
長
を
辞
任　
320

22
│
桜
井
雅
浩
柏
崎
市
新
市
長
誕
生　
321

23
│
学
校
法
人
柏
専
学
院
の
理
事
長
に
就
任　
324

24
│
十
二
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
326

8
│
「
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
大
学
法
人
化
に
向
け
て
」
を
柏
崎

 

市
長
に
提
出　
294

9
│
柏
崎
市
議
会
の「
全
員
協
議
会
」に
お
い
て「
新
潟
産
業
大
学 

 
の
公
立
大
学
法
人
化
」に
つ
い
て
説
明　
296

10
│
マ
ス
コ
ミ
の
報
道　
304

11
│
赤
倉
温
泉
に
遊
ぶ　
308

12
│
柏
崎
高
校
第
七
回
卒
同
期
会
（
傘
寿
）
に
参
加　
308

13
│
「
モ
ン
ゴ
ル
文
化
研
究
所
」
開
所
式　
310

14
│
市
議
会
議
員
と
の
個
別
の
意
見
交
換　
312

15
│
八
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る　
312

第
六
章
　
　
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

1
│
元
旦
は
台
湾
で
迎
え
る　
329

2
│
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験　
331

3
│
産
大
学
長
二
期
目
続
投
へ
の
決
断　
332

4
│
産
大
学
長
二
期
目
に
就
任　
336

5
│
卒
業
式
に
お
け
る
学
長
式
辞
が
問
題
に
な
る　
342

6
│
市
内
有
力
者
に
よ
る
意
見
公
告
が
問
題
に
な
る　
345

7
│
平
成
二
十
八
年
度
最
後
の
教
授
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ　
352

8
│
柏
専
学
院
理
事
長
を
退
任
、
新
潟
産
業
大
学
長
二
期
目
に

 

就
任　
355

9
│
平
成
二
十
九
年
度
新
し
い
出
発
に
当
た
っ
て　
356

10
│
市
議
会
の
「
全
員
協
議
会
」
に
出
席　
359

11
│
平
成
三
十
三
年
度
版
「
中
学
校
国
語
教
科
書
」
編
集
発
足

 

の
会　
362

12
│
学
長
二
期
目
最
初
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
363

13
│
桜
井
柏
崎
市
長
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
来
学　
369

14
│
六
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
370

15
│
大
学
改
革
案
を
練
る　
374

16
│
七
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
377

SA
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ix 目　次

30
│
十
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
408

31
│
桜
井
柏
崎
市
長
へ
の
書
簡　
411

32
│
「『
新
潟
産
業
大
学
公
立
大
学
法
人
化
可
能
性
調
査
報
告
』

 

を
受
け
て
」を
柏
崎
市
長
に
提
出　
418

33
│
十
一
月
の
教
授
会　
419

34
│
柏
崎
研
究
所
主
催
の
「
第
一
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

 

を
開
催　
421

35
│
向
島
成
美
氏
逝
去　
423

36
│
新
潟
産
業
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

 

を
開
催　
424

37
│
産
大
学
長
辞
任
の
相
談　
429

38
│
公
立
大
学
法
人
化
要
望
の
署
名
運
動　
435

39
│
十
二
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
436

40
│
十
二
月
の
教
授
会　
439

41
│
平
成
二
十
九
年
の
忘
年
会　
442

42
│
産
大
学
長
辞
任
願
を
理
事
長
に
提
出　
443

17
│
星
野
総
括
副
学
長
へ
の
書
簡　
380

18
│
運
転
免
許
の
返
納
を
申
請
す
る　
384

19
│
新
潟
県
私
学
教
育
研
修
会
で
講
演　
385

20
│
台
湾
の
唯
心
聖
教
学
院
と
の
交
流
基
本
協
定
書
に
調
印　
386

21
│
『
し
っ
く
り
こ
な
い
日
本
語
』（
小
学
館
新
書
）
を
刊
行　
387

22
│
広
川
俊
男
氏
逝
去　
388

23
│
九
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
389

24
│
平
成
二
十
九
年
九
月
の
教
授
会　
394

25
│
エ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
「
公
立
大
学
法
人
化
可
能
性
調
査
」
の

 

結
果
報
告　
397

26
│
エ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
調
査
結
果
の
報
告
を
受
け
て
、
全
学
集

 

会
を
開
催
す
る　
399

27
│
エ
デ
ュ
ー
ス
の
報
告
を
受
け
て
、
臨
時
の
学
長
副
学
長
等
会

 

議
を
開
催　
402

28
│
認
証
機
関
に
よ
る
大
学
評
価
受
審　
405

29
│
消
化
器
関
係
の
健
康
診
断　
406

第
七
章
　
　
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

1
│
平
成
三
十
年
の
年
始　
446

2
│
一
月
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
447

3
│
一
月
の
教
授
会　
449

4
│
大
相
撲
一
月
場
所
を
観
戦　
451

5
│
理
事
会
で
産
大
学
長
の
辞
任
が
承
認
さ
れ
る　
452

6
│
柏
崎
市
長
に
「
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
事
業
計
画
書
」
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x続　岐点の軌跡

25
│
「
桜
を
見
る
会
」
に
招
待
さ
れ
る　
493

26
│
退
職
慰
労
会
と
誕
生
会　
494

27
│
義
姉
フ
ミ
子
さ
ん
逝
去　
495

28
│
北
京
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

に
招
待
さ
れ
る　
496

29
│
大
修
館
書
店
高
校
国
語
教
科
書
編
集
発
足
式　
498

30
│
能
「
柏
崎
」
と
綾
子
舞
が
国
立
能
楽
堂
で
同
時
上
演　
500

31
│
新
潟
産
業
大
学
名
誉
学
長
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る　
501

32
│
筑
波
大
学
名
誉
教
授
内
山
知
也
氏
逝
去　
510

33
│
大
修
館
書
店
の
「
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
感
謝
の
会
」
に 

 

招
待
さ
れ
る　
511

34
│
「
文
化
庁
創
立
五
十
周
年
記
念
表
彰
」
で
表
彰
さ
れ
る　
512

35
│
第
四
十
三
回
全
国
教
育
会
大
会
奈
良
大
会
が
開
催
さ
れ
る　
513

36
│
「
産
大
校
友
会 

本
部
定
期
大
会
」
に
招
待
さ
れ
る　
514

37
│
「
広
川
俊
男
メ
モ
リ
ア
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
」
に
出
席　
515

38
│
筑
波
技
術
大
学
の
学
長
を
選
出　
517

39
│
筑
波
大
学
旧
学
長
副
学
長
等
に
よ
る
忘
年
会　
518

40
│
株
価
が
急
落
す
る　
518

 

を
提
出　
454

7
│
教
授
会
で
学
長
辞
任
の
挨
拶　
456

8
│
署
名
活
動
の
結
果
を
市
長
に
提
出　
459

9
│
関
係
各
位
に
学
長
退
任
の
挨
拶
状
を
出
す　
461

10
│
公
立
大
学
法
人
化
認
め
ら
れ
ず　
464

11
│
産
大
最
後
の
学
長
副
学
長
等
会
議　
469

12
│
産
大
最
後
の
教
授
会　
477

13
│
産
大
学
長
退
任
の
送
別
会　
480

14
│
退
任
に
当
た
っ
て
の
新
聞
記
事　
481

15
│
産
大
最
後
の
卒
業
式　
482

16
│
次
姉
松
崎
サ
ワ
ヨ
逝
去　
485

17
│
学
士
会
で
講
演　
486

18
│
山
田
仁
、
高
橋
保
両
先
生
に
よ
る
送
別
会　
487

19
│
久
し
振
り
に
実
家
へ　
488

20
│
ホ
テ
ル
・
シ
ー
ポ
ー
ト
で
思
い
出
の
夜　
489

21
│
二
十
七
日
、
妻
が
先
に
帰
る　
490

22
│
二
十
八
日
、
産
大
最
後
の
勤
務　
491

23
│
二
十
九
日
、
産
大
離
任
の
日　
491

24
│
産
大
学
長
の
離
任
を
惜
し
む
記
事　
492
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xi 目　次

第
八
章
　
　
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）

1
│
平
成
年
号
最
後
の
元
旦　
519

2
│
「
萬
狂
言 

冬
公
演
」
を
観
覧
す
る　
520

3
│
大
相
撲
一
月
場
所
を
観
戦　
520

4
│
筑
波
技
術
大
学
の
「
感
謝
の
会
」
に
招
か
れ
る　
521

5
│
ス
マ
ホ
に
買
い
替
え
る　
521

6
│
新
元
号
が
発
表
さ
れ
る　
523

7
│
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
が
炎
上　
524

8
│
新
潟
産
大
星
野
学
長
と
学
校
法
人
柏
専
学
院
梅
比
良
理
事
長

 

が
取
手
に
来
訪　
526

第
九
章
　
　
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

5
│
高
橋
保
先
生
へ
の
寄
稿
誌
発
刊
記
念
懇
親
会
に
出
席　
530

6
│
山
田
、
高
橋
両
先
生
等
と
昼
食
会　
532

7
│
貞
子
姉
の
逝
去　
533

8
│
誕
生
日
を
迎
え
る　
534

あ
と
が
き　
536

略
年
譜　
540

出
講
・
学
会
等
一
覧　
569

非
常
勤
講
師
・
集
中
講
義
等
（
就
任
順
）
／
所
属
学
会
／
各
種
委
員
等
（
就
任
順
）

主
要
著
作
一
覧　
571

1
│
新
天
皇
即
位　
527

2
│
筑
波
山
旅
行　
528

3
│
ミ
ス
子
姉
見
舞
い　
528

4
│
柏
崎
市
ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
記
念
文
庫
を
設
置
す
る
こ
と
が

 

決
定　
529
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